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定 北

森す 海

る平

第北第

道林 海。成 告法
示 号道号

年 第昭
和

月 魚

号年 廃
物日

号

北第北
海 海

平道号道

成
十
三魚魚
年廃廃
十

霧

所的件法
方 場要 物物

て防

郡いの

岸つ害

厚に
山に

丸図
町の

中次備

浜

白

律 林るびび 限

法

散示

第 は度。

、次糠

次の町
に第

とお場） のと役号

おり

り」備
い２

す、置の

とはえ条

要

し縦２

。略て第

る省

件法よを定

に採で 方 場

こ標

。るる

るすめ

所的
郡のが伐

糠砂と準

白土

る以

糠出き齢

白流で期

天備木の

和防立上

町の

肥

第 工

律 加

法

別はも

料
臓第

）
号

臓

加 加
ク２

肥肥の タ
工工条 カ

魚号１

２ ラ第

料料
一加加

月工工

二肥肥

十料料

六
日

臓
加
肥 タタ

工 カカ

月

ララ
料 クク

曜

目に
丁分

１部
布す

魚魚

限 北

。

海・る

道

）
火 事、 ・ 知
散
布 堀

定

の供規

そにの

、覧項

）り

及。よ

面るに

図す

う

類よ

書の

係次

関、

び

、の

海保

北に

を

当と

北木。

７立る

の該す
す

知図在

道の所

海次の
村

部町

堀す市

示る

事に

定

り窒り規
の

項

にに

分

全全よ 全 酸酸に 素 んん

次
、

量量量り
の

保
に

う
よ

日

全 全全 酸 素素 ん
窒り窒

量量量

筆
也３
上
達以

北

国 海

平 号 え

道） 土 置

成 告第 地 い

示理 次て

年 第条 院 の縦

長 図覧第月

支指

路を

釧林

道安
」に

解在保た解

を
定１２３

林的

除成除場安目

解平

に所除 す

るし

る年係と

の 。

。市

るる

達限係

月保て

）町

也

北

森 海
道林 ウ庁

告法 立次経

示 木 間の済

第 の昭 伐と次部

伐和 におの林

アイ
指

を
林

安

係り図務

はと整

伐伐林

主主森
村

２ か 、し備

号ら は供

規 次 省るの 、 、す日 項
お 、に と し）定 の 略。

知 本 図通 基 のる り そよ

海っ の 北あ 量 をが 測 面

安指

実た

土

所れ由

のさ

日林定理

防良

郡の改

知害地

空風

字用

町業

幌備事

南

採号

森す及及 の年 ると」課

度。浜

律 林るびび 限

法
第 は
、次中

次の町
に第

とお場） のと役号

おり

り」備
い２

す、置の

とはえ条

採で

伐伐画

択て計
る省

。るる

るすめ

よを定

に
き齢

で期
が伐

と準
こ標

知が 空施。 道

立上
る以

旨

済北 た

経し 庁了 支終

事 量

務知 測

林道 、

部海

び堀

及法

課
る

林す

樹と

中地
南昭

た
め

事示
知に

道図
海の

北次

縦２

。略て第

分
堀部
す

の供規

そにの

、覧項

し

り

及。よ

面るに

図す定

類よ

書の

係次

関、

び）

当と
、の

はも
木の

をう

す
在

所
の

木。
立る

該す
町
市

る

一
四
八

幌和

町
備第

に也 律

場法

役達 年

保

北に

也）
。
達る
限

に 村

支指

路の

釧林

道安

海

町
市
る

係
に



次平路工工

を
事１２３

事事 の成

平 線の と

成

種 区 お年

十 り

三 開月名間類

年 始

十 す日

北 海

北

過

２

海

疎 道

地 告

域

作作作作

示

自

業業業業

第

立

地種期地

域類間域

促
進 号

月公平幌特

道 公 報

第１ 北

札 海

平 幌 道

開成作作 号 告

業業 ） 発 示

建年種期 第 第

類間 設条 部月 に 長 号

か日公平 お

第

号１２３ 北

函） 海

第平作作作 道

成業業業

館
告開

種期地 条 示発
に年類間域 第建
お 設
い月 部

公平南 て 号長
準日共成茅

号

地

業業業

作作作

１２３
成小

基平苫

類間域

種期
本

一 る長夕夕改

月 。沼張張築

二 町郡郡

十 道長長

六 長沼沼

日 沼町町

新
線番番 道
地地月

かま
先先

曜

内措

形共成加別

らで

町測
９法

量年町置

３月
基日成

級３平

準か

法

点ら年

）

第

月律

日

て ら共成 い
、測

の８ 用 次量年 準

日 同 お級８ る と２月 す
共点ら 第 公準か 法 り基
）９

第 量月 条 測
の

部

か

項 実日 ２

ら用測

、す量年町

次る
の同２月

と法級
準か

お第基日

り

び成

共第及平

公条点ら

測１
量項３

牧

実規基３

をの級年

測

、

量年市
歳

湖月千

沼

来

調ら早

原か、

湿日市

査

、

）月町
ま真

日厚

日 で）

ま号

堀
事
知
道
海
北

第
る
よ
に
定
規
の
項
１
第

条 に 了定 終規 がで の 施ま

知 通 旨道 る た海 よ し北

っ 法堀 あ 量が 測事 知 、
た

施定準月

和。 昭

すに点

通北で 旨るま

るよ）日

法あ知 量が道 測知海 、
っ事

和。堀 昭た

別
門
、
町

川
鵡

、
で町

年

道区勇有ら

２３
也

達

町

線の郡払
林 路払勇

路
区占郡

道
町

村冠 班

名域冠占 林

更の１
工
の

北

道しそ日 海

たのか平道 道

。関ら成路

路
告

の

法

係２ 示

図週年種 第

類

昭

面間 和

は、月

達

区余地町

律
法也

年
市先

市地

市余
１ 余ら番

郡か

也 第
律達 法

路道

しそ日

更の１２３

関ら成路路

たのか平道
の線の

。
係２

類名域

図週年種区

面間
は、月

北

道

４

道
海

路 工

告法 事

示 開

第昭 始

和 の

下 班

石下字 小
字村 う

日

原ムマ 先

高マト 地

勝ト
前

変後

線
寅
幾間国かム

前別
更の

、一 号年

縦

律海の道

法北般日道

建覧

第道
設に

路る 第

道す ）部供 号

整。

登郡
先 町

及 １

課 第

備 条

市で 町余
ま

町
前後後

変後
間１川

黒 番

前別
更の

、一

市

海の道余

北般日道登

供場

設に車

建覧停

道縦
課

備
整。

路る
道す線

部
及

号

第 成

律 平

法
年

年号
第

月）

日

敷

１
第

条

地
の

員らで
かま 幅

一 延

四
九

に

道 定

海 規

北 の

び 項

長

道

木海 、

土北 り

川 よ

旭
に 区

所事 の

業知 路

現道

敷

え を

備堀 域

地
の

でらで

かまかまかま 幅
延

員らでら

海

土北

樽
小
道
海

北
び

長 備堀

に
所事

業知

現道

木

道
、
り

よ
に

定
規

の
項

え

等複
道

国重

を
域

区
の

路

達 と

い の

置 次

の間
と区

国重

変示
告也 り

、 お

て 達

い
置

の間
と区

等複
道

り
お

と
の

次

示
告也

、
て

変



先

道路道区雨地

１２３
区ら
郡 の線のか

竜 路路

郡
町竜

田 類名域雨
沼 種

道達沼
字

北 海

更の 北

道しそ日 海

、のか平 道

同関ら成

路
告法
条係２ 示

第図週年 第昭
２面間 和
項は、月

の、一 号年
規北般日

道 公 報

停停

別別

本更

足南

勇更

線線

場場

車車

第

１２

海
北

道道路 道

路路 告

のの 示

種路 第

類線線
名
、 号

道区名

号

有で
国ま

平林
成
十

林 三

班 年
十

石町 新

道布田 幌

り

狩字
前

車変後

停
田

沼間番幌

敷

線前別

場更の
地

覧

第に道縦

律定海の

法
よ建
り設に

る 第
路道す ）道部供 号
の路
供整。

項
開及 １

を課 第
用備 条

西

中中河河

す北 の
始び

本更更

郡郡郡郡

川川西
字

町町村村

別別別別

本
里別別

美美更更

西西字
４４

別別南南

里

後

所
場

覧
縦

び区
及

道域 一小

月班

二地

十先

六
日

後

月

曜

の

道延

海
北

員らで
かま 幅

知
事

。道 定
る海 規

国重

堀長

現 道

木 、

土 り

幌 よ

札 に

え を

備 域

に 区

所 の

業 路

番番線線

い の

置 次

４

地地

先先９２

地地番番
らで
かま

らで先先

かま
前前後前後

で
ま

間
変後
前別
更の

日

らでら

かまか

公
の間

也と区
等複

達道
る成

料にす平

飼定表
規

のよ
安り。

全、年

性平

、 お

て と

の成月

告 り
変示

新

で
ま

地
５
番

ら

かまかまかまかまか

らでらでらでらで

延

間平
週
２員

幅
の

地
敷

、成
一
般年
の

路、の

道しそ
更

縦月長

条係

法同関
項は

和２面

昭第図

確
び月
及８
保年日

公

質ら
品か

の
す検

関に
にで

善ま
改月

後後

で
ま
先

る査

覧
。と

る等

す道

供国

に日

間
区
複

重
の

道

律定海

法規北

年の、
よ建

第に
り設

の路 第
路道 ）道部 号
供整

し

開及 １
を課 第
用備 条

収
律た
法

和飼
昭去

表料

知

律験道

法試海

年の北

果事

第結
第要
）概堀

号の

らでらで

かまかま

業
現

木
土
広
帯

道
海
北同

事
知所

道
海

北場
覧

縦

所

るの 規
す次 の

始び 項

堀

、

所 り

場 よ

覧 に
。縦 定

に

一備 道

五え 路

〇

を

、 を

て 域

い 区

置 の

項お也

５と
第の達

条次

の と

示 の

告 次

也
達

のり 変ら
か り

日 お



央）中成

道注像平

社映

平 事試継

成 業験業年

十 所結者

三 日果の月

年 胆の事

十 工概業日

北 海

式

吉伊北株伊北株早株
町会

川達海式達海式来

第社社

産市道会市道会

ブブ海

株一一北

業第社

産

社イイ畜

会ロロ道

式

ララ

道 公 報

軽

中十会北小工遠吉遠
産町

札勝十見西場軽川

業化肉業

内農勝市畜町
会

同工式式

協成株株

村
連豊

合社社

組場会

第

樹限室ク式

大有芽ホ株
く帯

社ン社

町会町レ会

場い場

牧あ工

地み広

大

飼

号

所
業 成

事び

養造
栄製及

名 関
の在 に等

分場

一 場要概

月 の要 公
二 欄調

十 社は査

六 道、を

日

お

業検と

事別の

央個次

日項り

所査

月

工別施

胆目実

曜

北株早株

ーー公
場にす

達海式来式

吉伊北株伊
会市道会町会

川達海式

北

業第社第社社

産市道
ロロ道

式ブブ海

株一一
ー公

ララ産

社イイ畜

会

会北小工遠吉遠

合田

ー

勝十見西場軽川軽

中十

業

内農勝市畜町産町

札

式式

協成株株

村業化肉
豊

合社社

組場会会

同工

式

大有芽ホ株
料

合田

連

社

町会町レ会

樹限室ク
あ工

地み広

大く帯

社ン

る
す称地

料
飼

場い場

牧

試る

所
場

去
査

検収

日

結
験。

告

め
認
が
反
違
、
し
示

を
果

ト

料ェキー

飼フチミ

ら

ザン

ールミ

ミーン

号ーミボ
ル

ルー

ル合ル

ミルミルマ配マ

シ料シ

トトヨ飼ヨ

ーー

ンンレ牛

ーーフ乳

ボボ

ーーク合

ミミー配

イー

サリ

トー

テワ

ポパ

レド

ー
ジ

場
た
れ

製年
称

名
の

料
飼

考調平

備託

、１

は
に
合

下 査

欄成以

に
そ年

内に行

の度運 の

－－－ －－

％
）

％－

造月

） 験肪
脂
粗
試

ん質
た
粗白

を的い理

容お管

目 カウ

託

。北委

す、務

示て業
。

有う
所い

がと
道」
海 －－

－－－

衛の
る）
す －－－

－

－－

－－

－－

％
）－

％
）－

％

シム
ル 結

）

指

要
維
繊

粗 概
ン の

リ
果

札
に入
車争

信競
通名

星

海衛加

北る参
よ

一 道星業

五 知中者

一

車す

堀び考
及選

事継を 質対
白に

ん）
た上

粗以
表し
示
成

％

上

粗％粗し粗し粗以

）

た た灰 ）繊

ん）

対表白に ％％ ん分 に維

質示 し示質対 差不 白表

成表し 異足
成 表分示 分 示％

分
灰
粗

量成

業の

達管合
保場
両る

備

足 量
不 分
％

委礎

也務基

成不％

％

分不 分足０量

％ 量％足

） ）

に に
対対％ 考



５
書

事映運車法納損出
提

証計類

業像転庫人税益

有登明算の

実中免保の

業資状記書書提

績継許
者調謄期

務格況簿出

書
従

北 海

３４
配

能名おす映

調指な布提
中 出 幌な競、る像 査

札
庫入の継 の 市車争４。

業 書 内

事

衛保参か者

方 にを札

有法加ら類

道 公 報

る年

ときアイ

。

型

星ににこ緊齢大

衛
通掲掲と急
動以種

信げげ。自歳二
転

を札札車上運

車るる

利幌幌ので

第

引本海道

争た１北

競満
てにき社道税

入し地項
自 参いお続又内を

方 札

お納

治 加るいきはに滞

年店けし

法 希もて３支

と用以、るて

施 望の準

業

号

査
と星

料調衛

資
２

平す通

成の る信
十。車
三対の
年運
十

査書又

事調査本限

象行

項
事

書在

査現

調書は

者

書
明

証
部

全

業

星

で要

信て望ま概

通し希

る者の調

車い業

さ又、調書

長かは各査

は４査

確に書
め用 、
保定の

取る紙 幅
得提は

又出、

内定つ許

用市市指か免
転有

たののを運を

し内
像業業け経す

映事事受

等大３者

中所所た験る

、自以

のにに型年

継等

の車の

務映次動上

業、

ち運）

行中うを者

を像

者すす上営営い

行

っ継

」るるこ業業な

令

績こ

昭 と。政の所実い

第査のがと

和 い令調等

う

に事あ。 年 。

関業る
と の 令 です所こ 条 政 ）

第 ある

っ事以。 ４
の

、を 規 号 て業下

定
に 以 平営事

一管

月理

二業

十務

六委

日

指
の

約
契

託

月

競
名

曜

以
月
か
３

ら
か

時
出

提

争

海

、は書北

）
の
も
の
内

）知総

さ貸を道

高賃類

で事務
出務 重
る提総 、
きに部

。る通 約
とす課 量
こ

も信

い転

す室 の

と理 ）

の管

るをれき

い務ずで

て業
に運

と門の者

こ専かる

。

種

る格一

わ資型

携転大

る免

雇す転

を有運

者を

所 該 下 成ん業

し者許

用

で 当
る」 し 政 年い等

な 令
こ と １とい い 」 月こと

） 。 う 現。 と い 日。う

い幌 ） お札 ） にを 。 在
て市 第

入
次内

日

業
る
す
望
希
を
加

参
に

札
者

平開れ開所開

１２３

以

地許び許

成発る発及発

区
のを名年

年域域可氏可

又

用 管

る運 保

月は名受月

事

可で
係 が

。

北

都は

２３

海

、 道

完
市 れ開所開

網

了
計 る発及発

走

し
画 地許び許

支

た
法 域可氏可

庁 のを名年

。 告

し

い確有

てをを

名受月

事１

こで、

る保
北

都は 海

、平開 道

完成発

市
空

区

計
了 知画
し年域 支

又

法
た 庁

。月は 告

要有 の

のに 条

件し
た

７

を第、

出調以

提提の合

そこ場

ののはは の 先先査外

出
下

所、、

平提
６

名
指

送書

成郵出
場の

年の類

工称け日

月合提

含の番

に者び

日区た及

呂辺成

常常留平

ま住号

呂
郡郡蘂

蘂月

辺辺長２

留留町年

昭

蘂

示和 称け日

第 た及

年 者び

号

第
律 住号

法 の番

美株平

唄式成号
） －市会
西社年第

３６

工

昭

条坂月条

示和

日区 第

に 年

含 号 支

第
律ま

法

美

号 庁

東 第市 ）唄

他札果

在入結 名

条 条３

住電業知
名通
指を

称地

番のな

海便話者し

北郵

考。

総号所号選い

道番

を

務

札 部

目 幌

務市的 －－ 総

と 中 課

は出
平
日、先

水成
）
ま年
で
に月
直

すの
参で

持ま
接日

町町南
町次網

温上健

字字川日
郎建

北根
海湯
網番地第

道１番指

走
支－

庁ほ

第

太筆
９
長か号

南本
目表空の

丁代項

２日１

第に

番締指定

１取建規
よ

６役
号

清開

号の

利８次

毛－る

第

行

徳発

告

海 規目 北 の丁

項３ １北

示道 定

空 に

庁 次、 支 る３ 知 よ－
長 の
開

水 発－

行

央－す
る

通
信区

が 管北
西線名

室条内指

理３、

用６競

運

争

目入 － 係丁

札

郵の
か印
る消

者
加

参
の

とに
この

るも
する

送あ

一。限

五り

二

け
付

け
受

に
為

夫）
区

敏工
１

田第 元 為、

工
る

す
関

に

秀 関 て
し

と

工、
彰３ る

す－

）
。

る

し
名
指



１２

札調ホ調納納札

入入

平 に達イ達に

成 付をーを入入参

十 すすルす加

三 るるロる期場す

年 事物ー物る

十 項品ダ品日所者

北 海

協 北

次な定

３

海

のおの平 道

と、適成

開

十 発

おこ用 勝 許

りのを年 支 可

一入受 庁 年

般札け月 告 月

競にる 示 日

争係。日 第 及

道 公 報

平開れ開所

都は
事１２

び

計完成発る発及

市、

区地許 画了

のを名

法し年域域可氏

又 た

工称け

昭。月は名受

和

日区た

第

北 １２３

道
海

開れ開所開

十 発る発及発

勝 区地許び許

支 域域可氏可

庁 又のを名年

告 は名受月

示 工称け日

第 区た及

号

事 北

都は 海

、平 道

完成

市
釧計
了 路画
し年 支法
た 庁

。月 告昭
示和

日 第

一 等等に

月 のの必

二 名４仕平北要

十 称台様成海な

六 道資 及等

日

入月支

数３勝

び年十格
庁

量

札
説日長

月

書別

明が

曜

入る

及途

び

札調 号

号達

番

下、
以は

平
成入
札年

６と月

年」４

月い
う日

日。マ

第
律ま住

法含の

年に者

中埼株
社 第

郡県会 ）

川玉式 号

幕さ

別いし
ら １

札まむ 第

町たま 条

内市

に者び

号

川斜北平

ま住号

含の番

上里國成

郡郡ハ
株月

子里ス９

弟斜ウ年

屈町

町本式

朝町会日

年
号

第
律

法
第

）
号

び指

１
第

条

日

書所

様場

仕る

求す

要示 十をケ北

）ラ

。
る
よ
に

で十

指施ュ道

建実シ海

る作勝

第す

号れ長

７さ庁

－。成支

新宮 項

達
調山

府
政尾

た

海町町表 規

北北原代 の

２取 定道

目役 よ

十番丁締 に

勝

る支の
長ち４原 の

庁う番藤 次

山 為

郎 行

尾次 発

号秀 開

社

に

日

指

海丁地代建

北１番釧

釧２取第

道目１表

路番締

２河号

庁、５

支６役－

番面

長
北

に
定

規
の

項

部
一三

の孝

９

に
為

行
発

開
の

次
る

よ

落額

開に入る

要そ号ア
加 のの札 げ金を

札掲札

関
に篤

入等算

時決 る額

格

６７８

る
す治

交交札も約

入落財を契

のて作

規 説者っ書

務 札

の

第 書決入成

則 明付付

冶 る
す

篤 関

の場方定札

５
工

入保以以

金札 札
開入以証入下下

下 札
保 札にを保政財

付金」規

消 参納証令務

利番
２
勝、

日加

４

札

道執
海札入入開

北入
場場日場

広の
帯行札札

３

工
る

す
関

市

い成が条

の平道約

次契
行項 ず

に定 に北指示

れ年うを

当 他及係た

おに 札にし
っ こ消額

てた びる金

い
２て の費

、
規、 告等該

には 公税当

す札 定取額

定入 にの金

資に るい１

る書 め扱に

を載 札未

格記 入円

交方要

に効 第 付所法法有否 条
入 項 関な １
規 る海海の札 の す北北
帯十所限 定 事道道場に

支交。 よ

広勝でる に

項

総すし 定

東庁付） り

市

と則

証費

条務るた め

３

金よる納い」

税 しすの
。い

」 うこ付うと

等 時

す。免）う

と ととの

）

う にる除第。

い
。 同者、

第 条 ） じは納

相 。、付の
及か 額 の法７条 当 そ方
北第 含 のはびら を 者等

日
条び
３及所時所

東所
南
３時北に課平
送同

丁海よ）成郵に

目道る
広合１よ。

帯場年にじ

東、８場

海市は月る

北
勝条便は

十３郵日合

道

争所

該道競場

も海名す
に

る第札

す示入

当告
こ

定指
規る

。にす

と号関

有さ に満

物停
るを
す名

る数

なた す端

しれ 関の

のに 件あ

者額 条が

い金

た該 違と し当 にる

一 入金 反き

五 札額 しは

三

入そ 、の た、

財札の

予

南部。者 た

は端 分 務

課札 価

丁計落 定

３会を
の
る 限

す 制
と の
者 格

目

む 見、

あ
で

内
囲

範
。

海

。 積地

の っ自ま 財 ） も方条 道

た治で 務
規 契法の

め の
約施定 分則

と に和 額令る ５昭 金行

こ 相

に す北 費和ろ 当年 消昭
海 税

平

支南番午、

及年よ る

成

庁３号前

総丁

時 務目

１

部－年

会十

月 計勝

で

庁海ま

同北日

課合７

支着

階勝必

４十に

舎道

のい
入て
購れ
のさ

品止
す。

有と
をこ

格い
資な

５ 則、数 の 規 。
と

こ
る

効額 に 第無金
相 とを

っ

。
各るすり

す切 条当

び政る 額道

価
の

低
最

て

第 方第 上則 地令。 以規

の 消
入

会庁）

。 税札。号 費号

部
室務
議総

送計
郵会



こ規 北

北定 海

海に
と

道

道基
を

連

太づ
目

合

平き
的

海

洋、
と

区

沖次
す

漁

合の
る

業

海と
も

調

北 海

．．

道 公 報

．

契日こ入詳

約本の札細

の語入のは

手及札執、

続び及行入

に日びは札

お本契、説

第

約名所

者員る契

イアイ

関

札あ一とに

落でのこ
る

とかにす在 者る部。

っ申税事称地

なを免

号

捨税相

平て事当

成た業す
十金者る
三額で金
年）あ額
十

域お
の をるを

整

にり
）

委 指 道

お指
の

員操 連け示 会業 合るす 指

、る
に

示 海

か。
つ

第い 区じ ３て 漁き 号

等
、

業

業 流
漁

調

法 し

整網

い国約公明

て通は開書

使貨、すに

用調るよ

す達。る

る手。

言続

語の

及停

び止

通等

貨が
有

郵電

者出業を

たし事務

が当海便話

はる者担北

号

落といす道番番

、こ
たと組勝

札。るる十号

決
定だき織支

－ 後しはの庁－

速、、名総

－ や落共称務

か札同及部

に者企び会北

一もか入

月っ免札

二て税書

十落事に

六札業記

日

こ

とある

格です

価者載

るかと

する

月

で問
のを。

曜、わ

漁 委

和 業
昭

員
示会

か第 、律 き法 じ
年 か

つ
び第
及）
お号

ま
ぐ条

り
得
る
。

体在課道

消が業所計海

企費広

税同消地帯

費共

３

課体等東

の業税市

等
合事南

事場税条

税の免

目

であ者丁

者で業３

業

ず

か、書

るて出

あっ申

入

日

すっ
加も

参積
に見

札、
消額
、金
は約
者契
るた

費の
税

８
るの
獲項
を１
ろ第

等

北北北北青青揚揚
陸陸

のは

海海海海森森港港

八八制、

道道道道県県

田田戸戸限操

松松亀亀

６７

前前

りら

のまい青

操操禁次囲な
れ。森

そ業業止

間間域かた県

の期期区

域津

委はら海西

他

４５

員、

の
舶認の申

者使使船承次

員船船はをい請

委用用

なれ以

会舶舶除しず者

制、。いか外

がのはく

事構出

税の提

免そを

特

２３

業成す

前

か整操操法承承

調る
のの年

じ委業業律認認

き員区区

象お

等会域域平対対に

流は成象

の に分

し以、８者者い

係
る

の

成業

平操
１

課に
認

年承

鮫海

郡郡郡郡市市業

月

山山角角域

小白恵恵鮫

面

灯岬岬岬突突に

島神
端端正す

台突突突端端

北

正東る

端

東
海海

区

の点地

里のの

海里道

成でう郡

会平まの軽

点

のち艫

が
不
当１を北崎

適年点、作

認１次道端

と月順海突

ぶ海

たか結合

め日に沖
線域

場ら

合

お

月、に

ト合該者

に限総場にの
実

と数す、

当ン当が

適

る 認

は当

るン合上

めト場質
認業

の承漁

上、該

者以

年はて

漁し経

力をの

動

漁海法、、

網下北
太第のじ

業委道律次か
いき

を員
操会平
沖）れ流

業」洋号ず等
に網

よい合第かし

しと
と。域条該漁

うう海１
す２すに

す）と第当業

者承る項る係

るの

港
２
に

内

合
連
道

海
北

日

て

日かい

。
る

す
と

内
以

は

まら

るのじ

すでか

とま、

で

網
次し

順流
を等

。点き

船な営

線を
ぶ業
結漁

に

。す

る配

す。支

といを

別が

、れ

しそ

だお

たる

者る

る認

めと

定る

にあ

、をた規と委

は認。に
しする会

使受だ定す員

排承

すな、る。の

用け

的を

船れ他他認

るけ排
済け

ごな経経受

舶ば的
域業

にな水水操

とら済
外た

海。及以し

北い域

員
委

整
調
業
漁

区
海

道び

一会

五会

四

岸て
陸し

び業
及操

石
長

船れ

用ら

使め

よな
には

連大の実

外合

以場

舶る

域を

合陸水績
る

漁関除す

区には有

海

郎
三

勝
黒

。

業すく



を承委関す取こ

書に消

委認員すこ扱の

平 員の会ると要指

成 会取は省が領示

十 に消、令でに

三 提し承き定

年 出認平るめ

十 しを成。る

北 海

ら操し獲認

ばな摘漁承

らじな業た成を

まなか

け

、なきい海事績受

た

は告た

別い等。域項報

定し面、書者

に。流に

め網すこのは

道 公 報

識こい使な

れ標白なば

ならをの。用ら

色 ばさ

るい

灯 らに、場すな

の

中間、船。

火 な、夜合
れに

び 。間はそ舶

及 い
部白

第

２使トも合

はあーの場

り 船

に少

舶キ、枚用ルのに

る上限な

にロか以す以

、の漁のるく

積メつ上

でト網網具黄。と

載ー
きル目地の色以も

号

９
に風又

限認暴、

制承し
の

条し、他

は際雨は

又
、の舶

は船船

件て漁

一 な受６も

月 けけ年の

二 れた農の

十 ば者林ほ

六 な又水か

日

令認

な操省承

らは産、
係

。責第に

い業
任

月

が）事

者号る

曜

操

る漁るれ提、

、の務

式を区従業

様業海に出

よ業業な了

に操漁わ終

りす調け後

、る整れ

認き員な以

承と委ば日

号、がなに

番は会ら内

船該業。に

を当漁い別

はのれ、

ー に色ぞは

レ
ダ
ー 、灯を

射 おをげン

反 お火掲セ

に ねげ高メ

板 む掲るチ

い キけはト

つ ３なさー

は メば標の

て ロれ、ル

水 トらにで

、 ーな識幅

同海

る以のを両の下２

部地じ里

流内大重端布

さ合のの。離

しできね

の海はわ浮標）れ

網、

せ標識をた 長中
さにセたに掲と

敷ン流は以げこ
夜か

仕設チし、下、ろ

立すメ網昼

は視

てるーを間標間ら

、」、認

上流ト使は識

の傷転

次損に
がしル用

は

又のて

限そし

制、載
をな

件むら

条やな

は他
場

るい
けな。

付得い

を

こ規取

。

日

い

示違つ

指にに

の定扱

と、

容たは

内して

の反
承は成

はき平

又
認、

定

等承じ

業該か

漁当年

に上る

の舶整め

橋船調

き

の認要じ

側承必か

両

備め流

やを認等

見証と

漁

場付事網

いえるし

す

お、漁

にてで業

所け項

面 ルなつ船

示か委獲

表

と。ての

上 ごいい橋

には周
帯 ト

標標を ー

浮浮囲 メ

け面に 以

付表状 ル

をの

で し

そら色 に

、か黒 上

標ー装 け

浮メ塗 な

の２

色れ

り網をし船と白さ

、うのる

のの超て名い

るな根。灯も

状長えは

にのもら拠）火の

態さ
お合のな地及。

間下

け計でい名び夜以

記ーに同

るはな。をレ

け 浮

ーい。

子キれ入ダおじ

メなた反て）

網ロばし

界追

長ーら方射視を

の

板

揚
陸
、

き
除

を
合

さトな

の認き

物
獲
漁
に
外
以
港

成

りりし

締取流

取を等

れが報

なけ会績

しな員

ば

にトし れ

れば指告

け

上られ

間以け な

昼ルな

、

は

）ルいセが加

属好な

の以。ン金良し

り

計でメ性なけ

合内チ

○

平北誤 正

道がー

成海りペ

誤

誤正 年根あジ

室っ
庁の欄左網根

月支た

げ
揚
陸
を

承の指

業示の

漁指こ

網
務期有

事効の

認有示

示訂指指

日告で建建
第第 第第正行

８す
号る－－

号。４４

間効

よ
に
法
画

計
市
）都

平

の、

領は

要間

扱期

取
め成

定
る

よ日

に１

ろ月

こ１

と年

一
五
五

工
る

す
関

に
為

行
発

開
る

。ら

るか

了
完
の

事

月

次
に

）

。
る
す

と
で
ま
日

お
と

の



毎
週
火
・
金
曜

北 海 道 公 第報 号

平
成
十
三
年
十

日
発
行

一
月
二
十
六
日

月

曜

（
購
読
料

日

金（
送
料
と
も
）は
月
額
三
千
四
百
四
十
円
）

印編発

刷集行

富北北
海士
道プ
総リ
務ン
部海

一
五
六

ト法
株制
式文
会書
社課道


